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　AlaSTAT は酵素抗体法 に よ る ア レ ル ゲ ン 特異的 IgE 抗体 測 定法 で ， タ ン パ ク質 の み な らず，炭水化

物，核酸，脂肪等 の ア レ ル ゲ ン を抗原 と して使用 で き る特徴 を も っ て い る．今 回 は 蛋 白 あ る い は 核酸 に

対 す る IgE 抗体 の 測定可 能 な キ ッ ト を 用 い て ，
ア レ ル ギ

ー
患者 の lgE 抗体 を 測 定 」 皮 膚 テ ス ト，

RAST な ど の 結果 と比較 し た．調べ た ア レ ル ゲ ン 数 は 20，患者数は479， 総検 査件 数 は 1367 で あ っ た．

AlaSTAT に お け る 抗原 の capacity は RAST の そ れ よ り も 大 きか っ た．　 RAST と の 相関 は0．90 （ρ〈

0．01），一致率は 90．7％ で あ っ た ．米 ア レ ル ゲ ン を使用 した 場合 ，
RAST で は総 lgE が高 く な る と 非特

異 的 反 応 が み ら れ た が，AlaSTAT で は総 lgE が 100001U／ml で も非特異的反 応 が み ら れな か っ た，

AlaSTAT の 皮膚 テ ス トに 対 す る感度 は71％ ， 特異性 は 8フ％，一致率は75％で あ っ た ．特異性 は RAST よ

りや や 優 れ て い る と思 わ れ た が ，感度，一
致率 は RAST と 同様の 値 で あ っ た．

　以上 よ り A皿aSTAT は RAST に ま さ る と も 劣 ら な い IgE 抗体測定法 と 思 わ れ る．
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　lgE 抗体 測 定 法 と し て radioallergosorbent 　 test

（RAST ）が Wide ら
1｝に よ る開発 され ，

ア レ ／レ ギ ー検

査上 ぎわ め て 有用な役割を果 た して きた が，最近，よ
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Abbreviatiens： MAST 　multiple 　 antigen 　 simul −

taneous 　test；　QAS 　quidel　 allerge 【1　 screen ；

RAST 　 radioallergosorbent 　test

り簡便，ある い は ア レ ル ゲ ン を結合 さ せ る capacity が

よ り大 きい 担 体 を 用 い る CAP 　 system2 ｝，　 Multiple

antigen 　simultaneous 　test（MAST ）
3｝

，
　Quidel　Allergy

Screen （QAS）
4〕
な ど新 し い IgE抗体測定法 が開発 さ

れ て きて い る．最近，米国 Diagnostic 　Products　Corpo −

ration （DPC ）社に よ っ て 開発された別 の 新 し い IgE

抗体測定法，AlaSTAT は 以下 の よ うな特徴を有 して

い る
5，．

　1．酵 素免疫学的測定 法 に よ る ア レ ル ゲ ソ 特異 IgE

抗体測定 キ ッ トで あ る．

　2．ア レ ル ゲ ソ は 分枝 した 可溶性 ポ リ マ
ー

（デ キ ス ト
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ラ ン ，フ a コ
ー

ル ）に 結合され て お り，溶液状態 で あ

る．

　3．タ ソ パ ク 質 ， 炭水化物 ， 核酸 な どの ア レ ル ゲ ソ を

種 々 の カ ッ プ リン グ剤に よ り可 溶 性 ポ リ マ
ー

に 結合可

能 で あ る．

　以上 の 特徴 の 中 で 他 の 測定 に 特 に ま さ る点 は，第 3

に あげた よ うに タ ン パ ク 質 の み な らず核酸，多糖類 に

対す る IgE抗体 も測定で き る点で ある．

　 こ の AlaSTAT キ ッ トを 用 い て ，今 回 は 蛋 白抗原 を

頬象 と し ア レ ル ギ ー
患者 の IgE 抗体を測定 し て ，皮膚

テ ス ト，RAST な ど の 結 果 と比 較 し た の で 報告 す る．

方法お よ び対象

　1．AlaSTAT キ ッ トに よ る IgE 抗体 の 測定原 理 ，

お よ び 測定法

　 AlaSTAT キ ッ ト （米 国 DPC 社製 ）は 日本 DPC 社

を通 じ て 入手 し た ．

　 まず，多糖体 の 可溶性 ポ リ マ
ー

に 種 々 の カ ッ プ リ ン

グ 剤を用 い て ア レ ル ゲ ソ を結合さ せ て お く．カ ッ プ リ

ン グ剤 に は ア レ ル ゲ ン の 性質 に し た が っ て タ ン パ タ

質 ， 核 酸 ， 炭 水 化 物 に は 1，4・butanedio 互一diglycidyl

ether （BDE ），タ ン パ ク 質 ， 核酸に は carbonyl 　diimid・

azole （CDI ）， タ ン
’

バ ク 質，脂 質 に は 1・ethy1 ・3・（3・

dimethylaminopropyl）carbodiimide を用 い る が
， 今

回 は CDI を用 い た ．

　 CDI を用い た マ ト リ ッ ク ス ・コ ポ リ マ
ー
結合 ア レ ル

ゲ ン の 作製方法 を Fig．1 に 示 す．ア レ ル ゲ ン に マ ト

リ ヅ ク ス お よ び コ ポ リ マ
ー

を結合 さ ぜ る 目的 は ア レ ル

ゲ ソ と し て の capacity を大 きくす る こ と，
ア レ ル ゲ ソ

を ピ オ チ γ で 結合さ せ る 際，な る べ くア レ ル ゲ ソ に 化

学修飾を 加 えな い た め に コ ポ リ マ
ー

の 方 に ビ オ チ ン を

結合させ る よ う にする た め で ある。まず，マ ト リ ッ ク

ス と し て 水溶 性 の デ キ ス ト ラ ン （分子 量 6000〜80000

daltons ） ま た は 水 溶 性 フ a コ
ー

ル （分 子 量

70000 〜400000daltons ）eこ CDI を 用 い て ア ミ ノ 酸 コ ポ

リ マ ーを 結合 させ る，用 い た ア ミ ノ 酸 コ ポ リ マ
ーは

polylysine，　 alanine お よ び polygultamic ，91utamic

ester で あ る． 9 ポ リ マ
ー

の 部 分 に N −ethy1 ・N （3・

dimethylaminopropyD 　 carbodiimide と N ・hydroxy−

sccinamide を 用 い て ア レ ル ゲ ソ を 縮合 さ せ る ．　 AlaS −

TAT キ ッ ト に よ る lgE 抗体 の 測 定原 理
5」を Fig．2

に ，同測定 法
5｝

の 概略を Fig．3 に 示 した 。

MATR −

ND

宥d
　　　　l　 °

MATRI

憾 ゴ

　　　　レ… ｛辮
　 　 　 　 　 　 A 冂line　Ac ［d　Copolymer

MATRIX −O −C−N−AAC −CH −COO
−

　 　 　 　 IlI　　　 I
　 　 　 　 OH 　 　 　 CH2

臥縄
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MATRIX −
。
．C−N−AAC ↓ ど一N−All。 ，g。。

　 　 　 　 　 III　　 　 i　　 l
　 　 　 　 　 OH 　　　CH2　 H
　 　 　 　 　 　 　 　 　 I
　 　 　 　 　 　 　 　 COO

−

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　Pdy 「ysine

　　　　　　 　　 EDC ，　NHS 　　　　　　　　　　　十

　　　　　　　　　pH　8　
P °tylysine−Bi° tin←

NHS −Bi。tin

　　　　　　　　　曾
MATRIX −0−C −N−AAC −C−C −N −AIIergen
　 　 　 　 IIl 　 　 　 l　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 l
　　　　 OH 　　　CH2 　 H
　 　 　 　 　 　 　 　 l
　 　 　 　 　 　 　 　 C ＝＝O
　 　 　 　 　 　 　 　 【

　 　 　 　 　 　 　 　 N − H
　 　 　 　 　 　 　 　 l

　 　 　 　 　 　Polylysine−Biotin

EDC ：N−ethyl −N −（3−dimethylaminopropyD 　 carbodiimide

NHS ： N−hydroxysucci 冖 amide

　Fig．1．1，1
’・carbony 王diim三dazole　〔CDI） activa ・

tion 　and 　coupling 　with 　 amino 　 acid 　 copolymer 　 and

allergen ，

　 まず マ ト リ ッ ク ス ・コ ポ リ マ
ー
結合 ア レ ル ゲ ン の コ

ポ リ マ
ー部分に ビ オ チ ン を結合 させ ，また ポ リス チ レ

ン 製試験 管 （12x75mm ）の 管壁 に ビ オ チ ソ 化 ウ シ 血 清

ア ル プ ミ ソ を Engva11と Perlmannの 方法
6）

で 吸着 さ

せ て お く．こ の 試験管内で マ ト リ ッ ク ス ・コ ボ リ マ ー

結合 ア レ ル ゲ ン と患者 血 清 中 の IgE 抗体 と 反応 さ せ

た 後 ，
ア ビ ジ ソ を リ ガ ン ド結合剤 と し て 反応 さ れ る と，

ア レ ル ゲ ン は IgE抗体 と結合し た ま ま ， 管壁に固定さ

れ る．こ れ に ペ ル オ キ シ ダ ーゼ 標識抗 IgE モ ノ ク Pt　一

ナ ル 抗体を 加 え て反応さ せ た 後 ， 洗浄 し て オ ル ト フ ェ

ニレ ン ジ ア ミ ン （OPD ）を含む基質を加え て発色させ

る，

　操作手順 と して は ま ず ， lmg ／ml ウ シ 血 清 ア ル プ ミ

ソ 液中 に 溶解 し て あ る リ ガ ン ド結 合 ア レ ル ゲ ン 100μ1

ま た は レ フ ァ レ ソ ス 試薬 100μ1に 被験血 清 50μ1 を加 え

20± 5 ℃ で 1時間 イ ソ キ ュ ベ ーシ ョ ン し た後 ， リガ ン
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一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Allergology

446 AlaSTAT に ょ る IgE 抗体測 定

SpeGlfic　IgE　ln　patient　sample 　＝ ＝《

Ligand −labeled　allegen 　駄 へ八

↓
Anti−ligand

■

→

Enzyme 　Labeled

anti −lgE　 antibody

　　乳

→

Substrate

→

Fig．2　AlaSTAT 　liquid−phase　technology．

　　↓
lnc凵batlon　（20± 5

°
C 、　1hr）

50μ1Anti−【igand

InGubation　（20：ヒ5
°
C ，　1hr）

　　↓
Wash 　tWQ　times

1 Enzyme ・labeled　antl −lgE 200μ1

Incubation　（20± 5℃ ，　1hr）

　　↓
Wash 　three　time＄

t Subs†rate 500μ1

lncubation　（20± 5℃，　15min ）

1Stop　 solution （IN−H2SO4） 500μ1

Read 　 absorbance 　at 　492nm

　　　 Fig，3．　 AlaSTAT 　IgE　kit　method ．

ド結合剤 （ア ビ ジ ソ 液）を 50μ 1を加 え，イ ン キ ュベ ー

シ ョ ソ し て ア レ ル ゲ ソ 部分 を 試験管 の 管壁 に 結合 さ せ

る．洗浄後 こ れ に ペ ル オ キ シ ダ
ー

ゼ 標識抗 lgE 抗体

200Ptlを 加 え，イ ン キ ＝ ベ ー
シ ョ ン 後洗浄 し，基質液

500μ 1を 加え て イ ソ キ ュベ ー
シ ョ ソ す る ．15分後，IN

硫酸5 0μ1加え て 反応を停止 させ た後492nm の 波長 を

用 い て 反応液 の 吸光度 を 測定 し た．測 定 は す べ て 二 重

測定で 行 っ た ．

　2．AlaSTAT の 判定方法

　オ オ ア ワ ガ エ リ花 粉 に 対 す る IgE 抗体を 含む 標準

血 清を プ ー
ル し，こ れを用 い て Fig．4 の よ うな IgE 抗

体 の 標準曲線を作成 し抗体血清 の 示 し た 吸 光度 よ りそ

の lnternational　unit （IU）値を 求め Table　1 の よ う

に ク ラ ス 分け を 行 っ た 。O．351U／m1 未満を ク ラ ス O と

し た 5）．

　AlaSTAT の IU は 以下 の よ うに 定 め て ある，まず，

タ ラ ア レ ル ゲ ソ を セ フ ァ ロ
ー

ス に 結合 し カ ラ ム に 詰 め

る．こ れ に タ ラ ア レ ル ギ ー患者1価青を流し て抗体を反

応 さ せ た あ と抗体を溶 出す る ，溶 出 され た 抗体を 更に

モ ノ ク P 一ナ ル 抗 19E 結合 セ フ ァ 卩
一

ス カ ラ ム に 流

し て 反応 させ た 後，再 び溶出 させ る．溶 出 さ れ た 抗体

は タ ラ 特異的 IgE 抗体 で あ る ．こ の 溶 出液中 の 総 IgE

を測定し た．測定 の 際 に は 2nd　IRP　75／502標準 血 清を

標準 とし
，
IU を求 め た．こ の よ うに し て 得 られ た タ ラ

特異的抗 lgE濃度を標準 として 他 の 血 清 の IgE 濃度

も求 め た ．

　 IU の ク ラ ス 分 け は 以下 の よ う に お こ な っ た ．まず

IU の ク ラ ス 分 け の ポ イ ソ トで ある カ ッ トオ フ 0．35

1U／ml の 設定 は 次 の 通 りで あ る ．す な わ ち 0濃度 の 標

準液を 多量測定 した 結果 ， そ の 吸光度 の 4SD の 吸光度

N 工工
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　Fig．4．　 A　dose　response 　Curve　of　AlaSTAT ．　A 　pooled　 serum 　from 　patients

sensitive 　to　timothy 　pollen　was 　used ，

30

Table　 l　Classification　of　the　a1 且ergen 　speci 丘c　IgE 　response

Concentration（IU／mDAlaSTAT 　dassClinical 　 evaluation Interpretation

15．00＜ 4

3．00− 14．99 3
Strongly　positive　for
one 　or 　mQre 　of 　the
component 　aUergens

L50 〜2．99 2

Increasing　levelS
　　　　　　of

antigen 　speci 員c

IgE　antibodies

 ．35〜 1．49 1
Positive 　for　one 　 or 　more 　of

the　cDmponent 　allergens

く 0，35 o Negative 　　Negative　for　the
compQnent 　ailergenS

を 取 り，対応す る IU 値 を カ ッ ト オ フ 値 に 設定 し た ．正

常者の 血 清 を測定 す る と 全 て 0，351U／m1 以 下 で あ っ

た ，次 に そ の 他の ク ラ ス 分 けの ポ イ ン トel　一番高い 標

準液 の 濃度 751U／m1 を基準 に して そ れ ぞれ lf5，
1／25，

1／50の 割合 で 標準液 の 濃度を設定 し，それ を 各 ク ラ ス

分け の ポ イ ン トに し て い る．現在 は 吸光度計 の 読 み 取

り精度 の 関係 か ら
一

番 高 い 標準液 の 濃度を 751U／ml

か ら301U／ml に 変更し て い る．　Fig ．4 に は 両者 の 標準

曲線を示 し た ．

　 3．AlaSTAT 対象 ア レ ル ゲ ン

　今回 AlaSTAT に 用 い た ア レ ル ゲ ソ は 室内塵 2 種 ，

ダ ニ 2種 ， 花粉 6 種 ， 食物 4 種，真菌 3 種，動物上 皮

3 種の 計20種 で あ る （Table 　 2 ）．

Table　2　Kinds 　of 　allergens

House 　dust，・・… House 　dust　1，　House 　dust　2，
Mite

Pollen

FoodsMouldsEpithelia

　 　 Dervnatopゐagoides 　PteronyssineCS，
　 　 Der」natoP ゐagoides　farinae
…… Japanese　 cedar ，　 Common 　 ragweed ，
　 　 Mugwort ，　 Bermuda 　 grass ，　 Orchard

　 　 grass ，　Birch
…… Egg 　white ，　Milk ，　Rice，　Soy−bean
…… Clad・SPoh

’
um ．且脚 癬 」僞 ．4」な脚 加

…… Cat　epithe ］ium，　 Dog 　 epithelium ，　Dog

　 　 dander

　AlaSTAT キ ッ トに 用 い られ て い る ア レ ル ゲ ソ は ハ

ウ
．
ス ダ ス F2 を除 き米 国 Greer社製 の ア レ ル ゲ γ が

N 工工
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使用され て い る．し た が っ て RAST キ ッ ト に 用 い られ

て い る ア レ ル ゲ ン と は ハ ウ ス ダ ス ト 1
，

2 が 同じで 他

は異な っ た 会社 の 製品 で ある．

　 4．対象患者

　問診及び皮膚 テ ス ト に よ り参加施設 の ア U ル ギ
ー

患

者を 選別し，対象 と した ，

　また ，

一
部正常者 も対象 と し た．参加施設 は

， 獨 協

医科大学，群馬大学医学部，日本医科大学，千葉大学

医学部 ， 千葉市 立 病院 ， 国立 相模原病院 ， 同愛記念 病

院，東京大学医学部 で患者数は 479｛歹L 総検体数は 1367

で あ る ．

　 5．皮 膚 テ ス ト

　皮膚 テ ス ト に は 鳥居 薬品 の 皮内 テ ス ト用 お よ び プ

リ ッ ク テ ス ト用 ア レ ル ゲ γ を用 い て 皮内 テ ス トあ るい

は プ リ ッ ク テ ス トを お こ な い ，それぞれ石崎 の 判定 基

準
7｝，ス ク ラ ヅ チ 研究 班 8）

の 判定 基 準 に よ り陽 性，陰 性

の 判定を お こ な っ た．実施 は 各施設 で お こ な っ た．

　 6．RAST

　 RAST は ス ウ ェーデ γ Pharmacia 社製 キ ッ ト を用

い た ．測定 は ，す べ て 2重測 定 で 行 っ た．

　7．　 ミ エ ロ
ー

マ IgE

　精製 IgE骨髄 腫蛋 白 は 米国 DPC 社 よ り提供 を受 け

た ．

結　果

　 1．全測定検体に お け る ア レ ル ゲ ン 検査実 施 の プ 卩

ブ イ
ー

ノレ

　測定検体 （患者数）は 全部で 479例 で あ り， 全測定検

体数は 1367例 で あ っ た ．こ れ は 問診及 び皮膚 テ ス トの

結果 に 基 づ い て 調 べ た検体数で ， そ の ア レ ル ゲ ソ の 割

合は 室内塵 ・ダ ニ 34．7％，花粉24．5％，食物20．4％，

真菌 10，8％ ， その 他 9．5％ で あ っ た ．

　 2．AlaSTAT シ ス テ ム に お け る非特異性反応 の 検

討

　1）正常者血 清 の 反応 性

　 35種 の ア レ ル ゲ ソ に 対 し皮膚 テ ス ト陰性 の 健常人血

清38例 に つ き，Fig。5右上 の 欄 に 示 した よ うな 15種 の

AlaSTAT を お こ な っ た と こ ろ，　 Fig．5 の よ うに す べ

て ，0，351U／ml 以 下 の 正 常範囲 以 下 で あ り，非 特異的

反応 は み られなか っ た ．

　2） ミ エ ロ
ー

マ IgE の 反 応 性

　反応系 に 総 IgE が高 い 場合 に ，非特異的反応 がな い

か ど うか を ミ エ ロ
ー

マ IgE を加 え て 調 べ た．コ ナ ヒ ョ

ゥ ヒ ダ ニ ，ア ル テ ル ナ リ ァ ，ネ コ 上皮，米，大豆 の 5

種 類 の ア レ ル ゲ ン の 系 に ，10000unitの ミ＝＝　P 一
マ IgE

を 加え て も，そ の 値 は 0 ．351U ／m1 以上 の 値 を示 さ な い

％
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Table　3　Correlation　between　AlaSTAT

　　　 and 　RAST （all　 allergens ）

0、35［U／隅 1

‘

日
凸　@血

会 ■

  

■ 己 NoaI5DO 　　　　　　　lOOO　　　　　　

00Total −lgE 　 concentra

onloooe （ IU

m1） Fig．6．　 Influence 　of 　myeloma 　IgE（AlaS

T ）， ●　； D ．　 fa

nae ■ ： Aiter

ria
△：Cat　epith

ium ロ

Rice ▲： So

Ｃ

 
400

　

　
　

　

@　
　　
10

 
岡　
O

く

のロ一く 0AlaSTA

s@RST

<TAB>539783

<TAB>5<TAB>o<TAB>21

4<TAB>6<TAB>0<TAB>

34<TAB>3<TAB>0<TAB>

6<TAB>4

23
44

年

霎

。9

9

9644468

@ 　 1　　2　 　 3 　 　4

　　RAST 　

ore

（
lu

／ml

　6e
＝1367r

O ． 90 （ρく0 ．

） 　 　　　N
　Pos 　　 　　RASTCorrespon

n　

te

＝
90

．
705

i
距
丶

⊃

匡
匹

）

　

　
　

　

　
　

5

　
　

　
　

　
　

3

　　
　

　
　

0

⊆O

 

匚

o

oQ 凵 聾 o8ユgり 口 口 口 　　　　　　囗 　’　　　　　　　　　　
　
T　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　 − J 　
　　
　

　
　　

　

　
　

　　　　 　　 　！ 自■△　・ ‘齒● ← ム冒

rmal500 　　 　 　 　 　 ioOO 　　　 　

　3000
丁 otal− lg

@ncentr
io

l

ao

　（

／

）

↑

ト 《 ト の ∫ く 483624
20

  o 　　　　　　　．　
■ ● 　 陰 　 　o　● 　　　　の

　
　♂@ 　　　

　 　● ・o 　 　

　　●　
　　　　　　　　　

　

．　 　 　
　
●

　
の　 　　　　　

　・．． ・

・ ；・三．”一一 ：：　　　

・
　 ●

． 　

・

．
・

° 慰

』 i多・’∵．∫ 　　

　　　 ”　　　　

　
● ゜

　：

　‘ φ 「 ＝0，73Y ＝＝ e 、18 十1 ．4X （pく O．01 ） ●　　

、．凾 　

g ． 7．　 Influence 　of 　myeloma 　IgE

pharmaciaRAST ）． と い う特 異 性が 確 認 さ れ た

Fig ， 6 ） ． 一 方 ， 　RAST の 場 合 にはミ：

L 　P　 一 　 ’ ？ 　 lgE
を 高 濃 度 に 反 応 系 に 加える

，調べ

ア レルゲン5 種のうち 米 の場 合， 非 特異

なlgEの吸 着 が ペーパーディ ス ク に みられた（Fig ．

7 ） ． 　 3 ． AlaSTAT と RAST の 相関 　 T

le 　3 左 は全測定検体に おけるAlaSTAT ク ラ ス とR

T ス
コ
ア ー の 相関である，検 体 数が

1367 件， 相 関係 数

0 ． 90 （ p く0 ． 01 ）と 非
常

に高 い 相関が得られ

． ．また，AlaSTATの 陽性。陰性は RAST の 陽性・ 陰性 と か

り … 致
し ， 両 方 法 の 一 致率は90 ． 7 ％であ っ た（T

le 　3右 ）．　 Fig．8 は RAST とAlaSTAT の 抗 体 ユ

ッ の相関を 示す．RAST はPRU （

ar ・ macia ），　AlaST

は IU（DPC） で示 してある．両者 48 　 　　12 　　　16 　　　 20

AST 　 −

レ 　　（PRU ／ml＞ 　Fig．8 ． 　 Correlation

between 　 AlaSTAT 　 and RAS

D の 相 関 係数 は0 ．73 （p〈O．01 ）であ っ た ． R

T は 17
． 5 以上がス ケ ールアウ トす るので， スケ ー ル

ウ トしな いとき の みの 結
果 を 示 し た ．

Table

4 は， 各
ア

レ ル ゲ ソにっき，AlaSTAT と R
T との相関係数を 示 し て あ る ．イ ヌ 上 皮， イヌ 皮 屑 ，

ョ ウ ギ シ バ，クラ
ド

ス ポリウ ム ，シ ラ
カ ン バ は 症 例 数 が少

かっ た の で 検討 か ら除 ぎ ，
15

種 のアレルゲ ンで 検

した， 米 と 大 豆で， そ れ ぞれ 0 ．49 ， 0 ． 64 と

し 低いが ， そ の 他 は 高 い 相 関

を示している．クラス， ス コ ア ー 間の 相 関
係

数 が IU ，

RU 間 の相関係数より高い 場 合が 15 ア レ ル ゲ ン の う ち

アレル
ゲ
ンで あ っ た ． 　Fig ． 9 は ， 全 症例のク ラ ス ，ス コ
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Table 　4　Correlation　between 　AlaSTAT 　class （IU）

　　　　 and 　RAST 　score （PRU ）（correlation

　　　　　　　　　 of 　fifteen　 allergens ）

A 旦lergens n Class 　　Unit
（IU ： PRU ）

CQmmon 　ragweed73G ．83（ρく 0．01） O，75（〆 0．01）
Mugwort 620 ．93（ρく 0，01） D，75（ρ＜0，01）
Orchard　grass 620 ，93（ρ＜ 0，01） 0．95（ρ〈 0，01）
Japanese　Cedar1260 ．91（ρ＜0．01） O．66（〆 0．01）
House ．dust　1 138O ．92（ρ〈 0 ．01） 0．86（〆 0 ．01）
House 　dust　2 123O ，81（ρ＜ 0，01） O．69（ヵ＜ 0．01）
五）．卿 吻 η” s伽媚 132   ．97（ρく 0，0DO ．76（ρ〈 0．01）
D．加 初α召 go0 ，97ゆ く 0，01） D，78ゆ く0，01）
・4遡 堰 〃 究∫ 590 ．90（〆 0．01） 0，74〔〆 D．01）
．4漉 γ嬲 吻 670 ．92（ρく 0．01） 0．91ゆ く D．01）
Cat　epithe 置ium S30 ，89（ρ〈 0．01） 0．92（ρ＜ D．G1）
Egg 　white 790 ，呂3ψ 〈 0．01） 0．70（〆 0．01）
Milk 690 ．74（ヵ＜ 0．  1） 0．83（♪＜ 0．Ol）
Rice 680 ．49（ρ〈 O．01） 0，54（ヵ＜ O．01）
Soy−bean 690 ．64（ρ〈 0，01） 0．85（ρ＜ D，0ユ）

Total L3670 ．90（カく O．01） 0．73（ρ＜ 0．01）
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Fig，9，　Histograrn　 of 　 result ，

4Class
　 S．CO 厂e

致す る が
，

ク ラ ス 2 ，
ス コ ア

ー2間 で 症例数 に か な り

の 違 い が み られ た．

　4．皮膚 テ ス ト と AlaSTAT お よ び RAST の 比較

　全 例 に お け る 皮 膚 テ ス ト と AlaSTAT あ る い は

RAST と の 比 較 を Table　5 に 示 した ．

　感度 は ，皮膚テ ス トが 陽性 の うち AlaSTAT ま た は

Table 　5　Relationship　between 　the 　skin 　test　and

　　　　 in　vitro 　test　〔for　total　 resPonse ）

n ・・544
AlaSTAT

Positive

Negative

18 289

119 118

Negat「ve 　　Positive

Skin 　test

SensitMty

＄peGiflcity

Cerrespondent

71％

87％

75％

RAST

Positive

Negative

22 288

115 119

NegativePesitive

Skin　test

Sen5吐lvity

Specificity

Cerrespondent

71％

84％

74％

（、
「

匂0
く
匡∀
←
く

ト

の
亘
く

十 CD

AB

一　 　 　 　十

Skin 　test

Sensi ・M ・y− 。旱S・ fO。

・・… r・・… 一
。tl。6 ・ 10・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　A 十 D
Correspondent ＝
　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　　 × 100
　　　　　　　　A ＋ B ナC ＋ D
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Table　6　Comparison 　data　between 　sl（in　test　and 　in　vitro 　test

AlaSTAT RAST
Allergen nSensitivitySpeci

丘cityCorrespondSensitivitySpeci 且cityCorrespond

P．蜘 γo郡 s勿 硲 60 89％ 93 90 83 93 85
D．血擁愬 ε 22 69 89 77 77 89 82
House 　dust　 l 87 86 100 89 78 100 82
House　dust　2 52 58 100 66 49 100 58
Cat　 epithelium 48 77 76 77 87 76 83

Dog 　epithel 孟um ，　dander11 56 100 64 67 50 64
Egg 　white 25 42 69 56 50 54 52

Milk 8 100 75 88 100 25 63
Orchard　grass 27 63 88 70 74 88 78
Japanese　Cedar 76 8ユ 92 83 84 92 86
Common 　ragweed 36 63 78 67 56 78 61
Mugwort 27 41 ／00 52 32 】00 44
刃吻 顧 〃郷 19 54 67 58 62 83 53
．4傭 7 照 7 瓰 20 82 75 81 82 75 81

Tota1 544 71 87 75 71 84 74

RAST が 陽 性 例 の 割合 を 示 す ．特異 性 は 皮膚 テ ス ト陰

性 の うち AlaSTAT ま た は RAST が 陰性例 の 割合 を

示す． 一・致率 は 皮膚 テ ス ト結果 と IgE 抗体測定結果 と

が 共 に 陰性 お よ び共 に陽性で あ っ た 例 数 の 割合を 示

す．

　AlaSTAT に 関 し て は
， 全 例 （544例）で 感度71％，

特異性 87％，
・一致率75％で あ っ た．一方，RAST の 感

度 （71％）， ．一・ik率 （74％）ば AlaSTAT とほ と ん ど同

じ結果 で あっ た が，RAST の 特 異 性 は 84％で Ala−

STAT の ほ うが やや高 い 値を示 し た ．

　個 々 の ア レ ル ゲ ソ に お ける結果を Table 　 6 に 示 す．

ギ ョ ウ ギ シ バ ，ク ラ ドス ポ リウ ム ，シ ラ カ ン パ ，大豆，

米 の よ うに 比 較 的症 例 の 少 な い ア レ ル ゲ ン は 表 の

「Total」 に は 入 っ て い る が ， 個 々 の 検討か ら除き， 14

種の ア レ ル ゲ ソ で 検討し た．イ ヌ 上皮，イ ヌ 皮屑は一

群 に まとめ た．個 々 の ア レ ル ゲ ン に お け る AlaSTAT

の 感度は だ い た い 良好で あ っ た が，感度が 60％以下 の

低 い 値 を 示す もの は 卵 白， ヨ モ ギ
，

ア ス ペ ル ギ ル ス ，

イ ヌ 上 皮・皮屑 お よ び ・ ・ウ ス ダ ス ト 2 で あ っ た．RAST

の 数値 は や や 異 な る が ほ ぼ 同 様 の 傾 向 で あ っ た ．

AlaSTAT の 特異性 は 卵白，ア ス ペ ル ギ ル ス が 70％ 以

下 で や や低 い が，そ の 他は だ い た い 良好な結果 で あ っ

た ．RAST の 特異性 は AlaSTAT とほ ぼ同様な結果 で

あ っ た ．皮 霜 テ ス ト と AlaSTAT との
一

致率 は，卵 白，

ヨ モ ギ，ア ス ペ ル ギ ル ス で 60％以 下 と あ ま り よ くな

か っ た ．ハ ウ ス ダ ス ト 2 で も ハ ウ ス ダ ス ト 1 に 比較 す

る と よ くな か っ た 。皮膚 テ ス ト との
一

致率 は ，RAST

と AlaSTAT と で 多少 の 違 い は あ る もの の
，

ほ と ん ど

同 じ結果 で あ っ た ．AlaSTAT の 皮膚テ ス トに 対す る

感度，特異性，
一

致率か ら み る と ハ ウ ス ダ ス ト 2 よ り

ハウ ス ダ ス ト 1 の 方が 高 い 値 を示す の で 日本 の ハ ウ ス

ダ ス トは ハ ウ ス ダ ス ト 1 の 方 が密接 な関係 に ある と考

え られ る．

考 　案

　今回用い た カ ッ プ リ ン グ剤は CDI で ある の で ，タ ン

パ ク 質，核酸あ る い は こ れ らに 糖成 分 の 結合 した 化合

物 ア レ ル tr
’

ソ に 対す る IgE 抗体 を 測定 し て い る． 1型

ア レ・ル ギ ー疾患に お い て は核酸 ア レ ル ゲ ソ の 存在 に つ

い て 報告は ある が 9）わ ず か で あ る の で 対象ア レ ル ゲ ン

は
，
カ ッ プ リ ン グ剤 と し て CNBr を用 い て い る RAST

と ほ ぼ 同 じ で あ る と 思 わ れ る．全 体 の 相関係数が

0．90（p＜ O．Ol）と高 い 値 で あ る の も こ の 理 由 に よ る も

の と思 わ れ る．こ の 結果 か らみ る と AlaSTAT は

RAST に ま さ る と も 劣 ら な い IgE 抗体 測 定 法 と 思 わ

れ る ．し か も，従来 の RAST で は 米 ア レ ル ゲ ン の よ う

に IgEの 量 に 影響を受け る場 合があ る が，　 AlaSTAT

で は こ の よ うな こ と は な か っ た．米 ア レ ル ゲ ン で

AlaSTAT と RAST 間 で 相関が低 い の は RAST で 米

ア レ ル ゲ ソ を 使 っ た 場合 の 非特異反 応と関係がある か

も しれ ない 。す なわ ち 総 lgE 量 に 関係 な し に 特異的 に

反応 す る とい う点 に お い て 従 来 の RAST に ま さ る 点

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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がある と思わ れ る．

　 RAST と AlaSTAT と の
一

致率 は 90．7％ で あ っ た．

RAST と AlaSTAT で は・・ ウ ス ダ ス ト L2 の み 共通

の ア レ ル ゲ ソ を使用 し て い る が 米，大豆 を除 い て一致

率 は か な り高い ．RAST と CAP 　 system ，
　 MAST ，

QAS と の
一

致率 は そ れ ぞれ 92．5％ 1°），60〜90％11 ），

87．3− 96．3％ 12 ）と報告 さ れ て い る．それぞれ対象 と ア

レ ル ゲ ン が 異な る し
， 同 じ ア レ ル ゲ ソ で も製造 メ ー

カ
ーが異 な っ た り，　卩 ッ トが異 な っ た りして い ると思

わ れ る の で 正確な比較 は で き な い が，RAST と の
一

致

率は新 し い IgE 測定法 の 4法 で 同程度 と思 わ れ る．測

定 に 要す る時間 は RAST が 2 日間 ，
　CAP 　system が 3

時間 ， MAST が 22時間 〔振盪 に よ り短縮可），
　 QAS 　20

時間 （短縮法 2時間）に 比 し，AlaSTAT は 3時間 で

早 い 方 に 属す る．

　 ア レ ル ゲ ソ と し て の capacity か らみ る と，標準曲線

か らわ か る よ うに ，少な く と も IgE 抗体 の 751U ／ml ま

で は ス ケ ール ア ウ トせ ず に 測定可 能で 従来 の RAST

の 17．5PRU ／ml よ りは は る か に 大 きい ．　AlaSTAT と

RAST との 相関 は ク ラ ス ，ス コ ア ー間 で 相 関 係数 が

0．90，IU，　PRU 間 で 0．73と前者が高い ，　AlaSTAT ク

ラ ス
，
RAST ス コ ァ

ーは そ れ ぞれ任意的 な ラ ソ ク 付け

で 両者 は 独立 して い る が相関係数が高い の は それぞれ

大 ま か な分け 方 で ア レ ル ギ ー
の 程度を 示す尺 度 と し て

は 大 ぎな差違 が な い 事を意味 し て い る と思 わ れ る．

　皮膚 テ ス ト と AlaSTAT と の
一

致率をみ る と，平均

75％ で 皮膚 テ ス ト と RAST との
一

致 率74％と 同程 度

で あ る．AlaSTAT ，　 RAST と もに 卵 白 ，
ヨ モ ギ，ア

ス ペ ル ギ ル ス で は 皮膚 テ ス ト と の
一致率は高 くな い ．

我が 国 に お け るハウ ス ダ ス トの皮膚 テ ス ト は鳥贋薬品

製 の ハ ウ ス ダ ス トを用 い て い る．ハ ウ ス ダ ス ト 1 よ り

も ハ ウ ス ダ ス ト 2 で 皮膚 テ ス ト と の
一致率 が低 い の

は ，鳥居薬品 の ハ ウ ス ダ ス トで は そ の 内容が少 し違い ，

む し ろ ハ ウ ス ダ ス ト 1 と 日 本人 の ハ ウ ス ダ ス ト は 近 い

可能 性があ る，しか し ， 卵 白， ヨ モ ギ，ア ス ペ ル ギ ル

ス に お け る 皮 膚 テ ス ト と の
一

致率 の 低 さ に つ い て は

AlaSTAT ，　 RAST とも に 共通問題 で あ る．外国 と 日

本 で は こ れ らア レ ル ゲ ソ に 相異 が あ る の か ，ある い は

皮膚テ ス トの 特異性 に 問題 が あ る の か 不 明 で あ る．こ

の 点 は 将来 の 検討課題で あ る．

　 本法 に お い て は ， ビ オ チ ソ 化 ウ シ 血 清 ア ル ブ ミ ソ を

内壁 に コ
ー

ト した ポ リ ス チ レ ン チ ューブ を 使用 して い

る．従 っ て ，患者血 清中 に ウ シ 血清 ア ル ブ ミ ン に 対す

る IgE抗 体が存在すれ ぽ 反応 し て 加 え た ア レ ル ゲ ン

と は 無 関係 に 陽性を示す可能性がある．し か し本法 で

は ポ リス チ レ ソ チ ュ
ーブ に先に ウ シ 血清 ア ル ブ ミ ソ 添

加 ア レ ル ゲ ン 液を 先 に 入 れ，患者血清を加え る操作 手

順を と っ て い る の で
， 仮 に ウ シ 血 清 ア ル ブ ミ ン IgE抗

体が存在 して も中和さ れ る の で 陽性を示 す可能性 は 極

め て 低 い と思 わ れ る ．

　最後に AlaSTAT は 糖質，脂肪 ア レ ル ゲ ン も使用 で

き る の で こ れ らを使用し た場合の 成績 が期待 され る．

　AlaSTAT キ ッ ト を提 供 い た だ い た 日本 DPC 社 に 感謝

す る．
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　　AlaSTAT 　is　an 　enzyme −immunoassay 　method 　for　the　measurement 　of　allergen 　specific　lgE　antibodies ．　This
method 　has　a　spec 三al　feature　in　that　carbohydrate ，　nucleic 　acid 　and 　fat　as　well 　as　protein　alle  gens　can 　be　used 　as

antigens ．　In　this　study ，甅E　antibodies 　were 　measured 　by　the　use 　of 　A 是aSTAT 　kits　which 　were 　able 　to　det  t　IgE

antibod 蓋es　to　protein　or　nucleic 　acid 　allergens
，
and 　the　results 　were 　compared 　to　those　of　skin 　tests　and 　RAST ．1367

samples 　froln　479　patients　were 　examined 　with 　20　allergens ．　The　capacity 　ln　the　AlaSTAT　system 　was 　larger　than

that　in　the　RAST 　system ．　The　correlation 　c〔｝efficient　between 　AlaSTAT 　and 　RAST 　was 　O．90 （p＜0．01）and 　the

correspondence 　rate 　was 　90，7％．　When 　the　rice　allergen 　was 　used 三n　RAST ，　a　nonspecific 　reaction 　was 　observed 　at

high　concentrations 　of　total　IgE。　However，　no 　such 　reaction 　was 　observed 　in　AlaSTAT ，　even 　with 　tota且  E　of

10，0001U／ml ，　The　sensitivity ，
　specificity 　and 　correspondence 　rate 　to　skin 　tests　was 　71％，87％　and 　75％ respectively ．

The　specificity　of 　AlaSTAT 　seemed 　to　be　slightly 　higher　than　that　of　RAST ，　but　the　sensitivity 　and 　the

correspondence 　rate 　were 　similar 　to　those　Qf　RAST ．

　　From 　these　results
，
　AlaSTAT 　appears 　to　be　a　good　or　better　methOd 　for　the　measurement 　of　lgE　antibodies 　in

compar 至son 　with 　RAST ．
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